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【支持率低下につながると思われる要因】
①現役世代の窓口負担急増から新制度を導入
するのに、逆に見直しでツケを負わすのは本
末転倒。
②制度施行２ヶ月で、与党幹部だけで決めた
案を出すことは、政府への信頼性を損なう。
③年度途中で対応を変えることは、民主党の
廃止法案と同じ矛盾をはらむ。
【今すべきこと】
①社会保障政策について、短期の課題、中長
期の課題を介護、年金、生活保護などと絡め
て、工程表を示す
②工程表に従って、与党の国会議員がマスコ
ミにフルオープンで議論する場を設ける。
③その会議には、総理も参加して頂き、本気
を国民の皆様に見て頂く。

「私達は将来世代を裏切っているのではないか…」
　後期高齢者医療制度の見直し案が固まりだした５月
末から、私は憤懣やるかたない日々を過ごしていた。
　新制度導入の目的は、現役世代の負担が１割から２
割（平成9年）、３割（同15年）と急激に上昇したことをき
っかけに、将来世代の負担増に歯止めをかけることが
第一であり、第二に国民健康保険の破綻を食い止める
ことだったはず。それが逆に見直し案では、今年だけで
560億円ものツケを子供や孫に残すとは！
　見直し案は低所得者に配慮しているとはいえ、保険料
が下がった人もさらに下げるという内容だ。それは新制
度に対する見直しとは別の議論である。
　対応策は複雑なうえに、今年度の減免対象者が来年
度と異なるなど矛盾点が多く、とても一般には理解され
るものではない。しかも一部のベテラン議員で構成され
る与党のプロジェクトチームだけでその案は決められて
しまった。

　見直し案の行方が報道される中、私は反対運動を展
開した。
【６月９日】舛添大臣に厚生労働省として、与党案に意
見することを提案。しかし大臣は官邸主導に任せるとの
判断。
【６月10日】官邸で行われた政務官会議で、与党案の問
題点を説明。多くの政務官の同意を得る。
【６月11日】自民党の合同会議で問題点を指摘。同日、
問題点をまとめたペーパーを総理に提出。
　自民党は１２日、見直し案を承認したが、その後、民
主党は首相問責決議案を理由に衆議院で審議拒否を
貫き、自ら参議院で議決した廃止法案を葬り去った。野
党の敵失で与党は救われた格好だ。
　私は新制度は必要だと考えているが、今回の結末は
次世代に大変申し訳ないと思う。

◆何のための新制度か

◆反対運動を展開 総理に提出したペーパーの要旨
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